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今年度もあと一月となりました。日頃より本校の教育活動について多大なるご理解とご協力を頂き

ますことに感謝申し上げます。 
今回は、皆様にご協力頂きました学校評価アンケートの結果をお知らせしたいと思います。 
頂きましたご意見については、真摯に受け止め、今後の学校教育活動に生かしていきます。 

  

学校ＨＰにはＱＲコードをクリックでアクセス！ 

【表の見方】 各質問項目について、生徒・教師・保護者の三者からアンケートを取っております。 
・４（ほぼ当てはまる） ３（少し当てはまる） ・２（少し当てはまらない） １（ほぼ当てはまらない） 
で回答していただきました。 

・４及び３の回答を肯定的な回答としてとらえ、その数字を以下の表に記載しております。 

アンケート結果より 

○生徒、保護者、教師とも

に肯定的な回答の項目

が多く、学校教育活動

全体に対しては概ね理

解を頂いている状況で

ある。 

●教師・生徒、保護者間で

学校教育目標や学校の

指導への受け止め方に

ついて差があり、それ

を埋めていくための取

組が必要である。 

自由記述内容より 

○教師の熱心な指導や学校の柔軟な対応を評価する意見が寄せられた。 

○学校が時代の変化に適応し、生徒一人ひとりに寄り添っている姿勢が評価されている。 

●保護者の中にも、スマートフォンの使用に関しては危機意識があり、生徒・保護者・教師で

ＰＴＡ申し合わせ事項をはじめとしたルールや約束の確認が必要である。 

●生徒の成長段階に応じた指導や、教師間の指導の統一性の確保が求められている。 

●いじめや安全面の課題については学校で引き続き迅速に対応していく事が必要である。 

●生徒・保護者の信頼に足りうる、言葉や行動の配慮が求められる。 

先日の全校集会では、生徒指導担当の松浦先生から、クラスの雰囲気づくりや SNSの使い方についてお話があり

ました。特に、「笑い」と「人を傷つける行為」の境界について深く考えさせられる内容でした。 

テレビなどでは、誰かの失敗を「イジる」ことで笑いを取る場面が多くあります。しかし、それが学校で行われると、

誰かを傷つけたり、不快にさせたりすることがあります。「明るさ」と勘違いして続けてしまうと、雰囲気が悪化し、生

徒が安心して過ごせる環境を損なうことにもつながります。 

さらに、SNSではこうした動画や投稿を目にする機会が多く、気づかないうちに「当たり前」と思ってしまう危険性

があります。さらに、匿名性があるため、自分の発言や投稿が相手をどれほど傷つけるかを実感しにくい面もありま

す。生徒たちは、この話を真剣に受け止めていました。 

 合志市では、PTA協議会の申し合わせで「夜１０時から朝６時まではスマートフォンを親が預かる」取り組みを行っ

ています。ご家庭でも、SNSとの向き合い方について話し合ってみてください。 

「その笑い、大丈夫？」— SNS時代の言葉と行動を考える 

https://jh.higo.ed.jp/ngoshis/

